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薭田野町自治会

戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
る

令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）
、
英
霊
塔
前
に
お
い
て

戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
の
三
大
戦
役

(

日
清
・
日
露
・
大
東
亜
戦

争)

に
於
い
て
亡
く
な
ら
れ

た
１
２
８
名
の
英
霊
に
対

し
て
毎
年
挙
行
し
て
お
り
、

当
日
は
薭
田
野
町
仏
教

会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

石
野
善
司
亀
岡
市
遺
族

会
会
長
を
は
じ
め
多
数
の

ご
来
賓
を
迎
え
、
遺
族
会

員
21
名
が
参
列
の
も
と
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
戦
後
七
四
年
を

迎
え
遺
族
会
員
の
高
齢
化

に
伴
い
参
列
者
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
参
列
者
全
員
が
尊
い
犠
牲
の
上
に
今
日
の
平

和
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
か
み
し
め
、
戦
没
者
の
御
霊

に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

第
５
回
京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

「歩
い
て
知
ろ
う
！
薭
田
野
町
」

餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
る

薭田野町の人口

総 数 ２，５１６
男 性 １，２１４
女 性 １，３０２
世帯数 １，２６８

令和元年12月1日現在

今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が;

令
和
元
年
12
月
８
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
大
半
が
当
町
を
駆
け
抜
け
る
こ
と 多くの参列者が参加仏教会による法要

か
ら
今
年
も
３
７
２
号
線

沿
線
の
２
ケ
所
に
於
い
て

応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

亀
岡
市
立
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー(

ミ
ル
キ
ー
・ウ
ェ
イ)

で
は
南
桑
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
プ
ロ
ダ
ク

ツ
・ケ
イ
前
で
は
亀
岡
作
業

所
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
応

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
ノ
奥
橋
付
近
で

「給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
11
名
の
方
々
が
活
躍

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
後
方
支
援
と
し
て
各
区
長

・副
区
長
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
も
沿
線
に
於
い
て
応
援
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多くのランナーが372号線を駆け抜ける

南中吹奏楽部の応援(ミルキーウェイ)

亀岡作業所の太鼓応援(プロダクツ・ケイ)

薭
田
野
町(

薭
田
野
小
学
校
区)

子
ど
も
「心
の
教
育
」推
進
委
員

会
が
主
催
す
る
「歩
い
て
知
ろ
う

！
薭
田
野
町
」が
令
和
元
年
12
月

22
日(

日)

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
12
月
23
日(

祝

日:

天
皇
誕
生
日)

に
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
御
代
替
わ
り
と
な
っ

た
本
年
は
、
直
近
の
休
日
と
な
る

22
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
例
年
は
徒
歩
で
薭
田
野
町
内

を
散
策
す
る
こ
と
を
取
り
入
れ
た

事
業
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は

体
験
学
習
を
主
体
と
し
た
内
容
と

し
、
「木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
成
＆
餅

つ
き
大
会
」と
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
石
野
亀
岡
市
副
市
長
、

田
中
府
議
会
議
長
、
中
村
府
議
会

議
員
等
多
く
の
ご
来
賓
を
迎
え
、

総
勢
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
体
育
館

内
に
於
い
て
、
親
子
が
力
を
合
わ

せ
て
木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
に
取
り
組
み
、
グ
ラ
ン
ド
で
は
餅
つ

き
体
験
、
あ
て
も
の
で
楽
し
み
、
出
来
立
て
の
お
餅
や
わ
た
菓

子
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
子
ど
も
「心
の
教
育
」

推
進
員
会
の
構
成
団
体
・協
力
団
体
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石野副市長も餅つきに参加 多くの人達が餅つきを実施子ども達も餅つきを体験



民
生
委
員
・児
童
委
員
＆
主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
る

令
和
元
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
各
位
の
後
任
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
委
員
の
任
期
は
３
年
で
令
和
元
年
12
月
１
日
～
令
和
4
年

11
月
30
日
の
間
、
大
役
を
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

過
日(

令
和
元
年
12
月
２
日)

、
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
に
於
い
て

桂
川
亀
岡
市
長
、
前
川
南
丹
広
域
振
興
局
長
か
ら
、
厚
生
労
働

大
臣
及
び
京
都
府
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
民
生
委
員
・児
童
委
員

・新
田

節
子
（上
佐
伯
地
区)

・桂

尚
美
（下
佐
伯
地
区
）

・前
田

博
彦
（天
川
地
区
）

・松
本
た
か
よ
（太
田
地
区
）

・竹
岡

泉

（鹿
谷
地
区
）

・麻
田

明
美
（柿
花
地
区
）

・栗
山

典
子
（奥
条
地
区)

・石
山

耐
子
（芦
ノ
山
・西
佐
伯
地
区
）

◆
主
任
児
童
委
員

・高
田

厚
子
（主
に
薭
田
野
小
学
校
区)

令
和
元
年

年
末
特
別
警
戒
を
実
施

町
民
各
位
が
素
晴
ら
し
い
新
年
を
迎
え
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い

今
年
も
令
和
元
年
12
月
28
日
～
29
日
に
於
い
て
年
末
特
別
警
戒

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
施
策
は
各
町
の
自
主
防
災
会
、
消
防
分
団
が
中
心
と
な
り
、

亀
岡
市
全
体
で
実
施
し
て
お
り
、
薭
田
野
町
で
は
自
治
会
グ
ル
ー

プ
（自
治
委
員
・各
区
長
）、
防
犯
グ
ル
ー
プ
（駐
在
所
・防
犯
推
進

委
員
）、
消
防
分
団
グ
ル
ー
プ
（消

防
分
団
・纏
会
）の
３
グ
ル
ー
プ
を

編
成
し
町
内
全
域
を
、
ま
た
、
各

区
で
は
副
区
長
、
組
長
・班
長
を

中
心
に
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
に
当
た
り

ま
し
た
。

特
に
28
日
に
は
石
野
副
市
長
、

藤
本
副
市
議
会
議
長
、
田
中
府
議

会
議
長
等
の
激
励
を
受
け
、
厳
冬
の
中
取
り
組
み
ま
し
た
。

親子が協力し木製ペンタ゜ント作り

亀岡市からの激励

素晴らしいペンダントが完成

京都新聞に掲載
(令和元年12月２3日付)

民生委員

ま
た
、
今
回
で
勇
退
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
年
に
渡
り
お
世
話
に
な
り
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
し
た
。

引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
部
保
育
園
児
が
自
治
会
を
訪
問

令
和
元
年
11
月

中
部
保
育
所
園

児
達
が
自
分
た
ち
が
作
っ
た
素
晴

ら
し
い
作
品
を
持
っ
て
自
治
会
へ
表

敬
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「い
つ
も
あ
り
が
と
う
」と
書
か
れ
た

可
愛
ら
し
い
作
品
と
園
児
達
に
自

治
会
の
役
員
・事
務
員
も
大
喜
び

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
園
児
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

可愛い園児達の訪問に大喜び

薭
田
野
小
学
校
で
は
五
年
生
国
語
科
の
「明
日
を
つ
く
る
私
た

ち
」の
授
業
の
一
環
と
し
て
「よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
ク
ラ
ス
で
話
し
合
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
登
下
校
時
や
日
常
生
活
に
於
い
て
、
路
上
や
田

ん
ぼ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

な
お
、
新
委
員
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
・順
不
同
・()

内
は
担
当
地
区
）

・大
石

冨
士
子
様
（上
佐
伯
地
区)

・東
前

佐
和
子
様
（天
川
地
区
）

・八
木

正
純
様
（太
田
地
区
）

・稲
荷

千
登
勢
様
（柿
花
地
区
）

・斎
藤

知
江
子
様
（奥
条
地
区)

・藤
野

照
雄
様(

芦
ノ
山
・西
佐
伯
地
区
）



★
亀
岡
市
消
防
団
出
初
式

当
日
、
午
前
9
時
か
ら
亀
岡
中

学
校
体
育
館
に
於
い
て
亀
岡
市
消

防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
多
数

の
分
団
員
が
自
主
防
災
会
と
共
に

参
加
し
、
式
典
に
於
い
て
6
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
参
加
者
全
員

の
市
中
パ
レ
ー
ド
、
各
消
防
分
団

等
に
よ
る
一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

薭田野分団、堂々のパレード

精
積
賞

分
団
長

桂

裕
司
（下
佐
伯
区)

精
勤
賞

副
分
団
長

太
田

翼

（鹿
谷
区
）

★
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

‼

京都新聞に掲載(令和２年１月２２日付)

◆
本
年
度
も
「
ふ
れ
あ
い
声
掛
け
訓
練
」を
鹿
谷
区
で
実
施

令
和
元
年
10
月
6
日(

日)

に
開
催
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
に
引
き
続
き
、
令
和
元
年
11
月
24
日(

日)

に
「
ふ
れ

あ
い
声
掛
け
訓
練
」
が
鹿
谷
区
民
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
と
徘
徊
者
を
見

か
け
た
時
の
声
掛
け
方
法
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
徘
徊
者
を
安
全

◆
寄
せ
植
え
講
習
会
を
実
施

「ふ
れ
あ
い
声
掛
け
訓
練
」を
実
施

し
た
日(
令
和
元
年
11
月
24
日)

午
後

か
ら
自
治
会
館
に
於
い
て
開
催
致
し

ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
参
加
者
で
、
和
や

か
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

寄せ植え講習会

団
員

廣
瀬

隆
博
（太
田
区
）

★
京
都
府
消
防
協
会
亀
岡
支
部
長
表
彰

団
員

原
野

正
大
（天
川
区
）

団
員

田
畑

信
人
（奥
条
区
）

団
員

美
馬

隆
司
（下
佐
伯
区
）

★
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

自治会館前等に掲示

き
、
こ
れ
ら
を
無
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
『ポ
イ
捨
て
禁
止
』
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
地
域

に
呼
び
か
け
よ
う
！
」
と
の
結
論
を
出
し
、
全
員
で
18
枚
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
自
治
会
へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
は
各
区
長
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
全
区
に

掲
示
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
小
学
生
の
熱
い
思
い
に
応
え
、
薭
田
野
町
か

ら
「ポ
イ
捨
て
」が
無
く
な
り
美
し
い
町
と
な
る
よ
う
協
力
し
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

に
導
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
27
年
度

か
ら
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
で

す
。
参
加
者
の
皆
様

は
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
声
掛
け

の
大
切
さ
を
実
感
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

令
和
２
年

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
る

★
薭
田
野
分
団
出
初
式

令
和
２
年
1
月
12
日(

日)

午
前
7
時
か
ら
自
治
会
館
駐
車
場

に
於
い
て
大
石
自
治
会
長
を
は
じ
め
、
竹
岡
自
主
防
災
会
長
、
美

馬
自
治
会
副
会
長
、
清
水
纏
会
理
事
、
赤
坂
市
議
会
議
員
、
田

井
亀
岡
市
消
防
団
副
団
長
、
野
島
薭
田
野
駐
在
所
員
及
び
各
区

長
、
纏
会
会
員
等
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
厳
粛
の
う
ち
に
出
初
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

分
団
員
は
桂
分
団
長
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ
て
薭
田
野
町
民
の

命
と
財
産
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

京都新聞に掲載(令和元年12月25日付)



編
集
委
員
長:

編

集

委

員:

大
石
慶
明

竹
岡

敏
・美
馬
秀
二
・柳
原
善
信
・大
西
實
好

（自
治
会
）

髙
木
麻
希
・斎
藤
元
輝
（亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）

第
66
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
る

令
和
2
年
1
月
19
日(

日)

午
前
9
時
30
分
か
ら

亀
岡
消
防
署
が
主
催
す
る
文
化
財
消
防
訓
練
が
龍

潭
寺
に
於
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
龍
潭
寺
、
亀
岡
消
防
署
、
亀
岡
市
消
防
団
、

薭
田
野
町
自
主
防
災
会
及
び
亀
岡
市
教
育
委
員
会

の
各
部
署
か
ら
総
勢
41
名
が
参
加
し
、
規
律
正
し
く
、
か
つ
迅
速

な
動
作
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
火
に
伴
う
文
化
財
の
搬

出
、
初
期
消
火
、
１
１
９
番
通
報
、
消
防
隊
の
消
火
に
到
る
ま
で
、

参
加
者
全
員
が
連
携
し
、
真
剣
に
取
り
組
み
、
大
い
に
成
果
が
上

が
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

消防隊による一斉放水

今
年
も
子
供
達
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
「輪
投
げ
大
会
＆
勉
強
会
」を
開
催

令
和
元
年
10
月
6
日(

日) 

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
23
名
が
参
加
し
、

太
田
集
会
所
に
お
い
て
輪
投
げ
大
会
と
ア
ポ
電
話
詐
欺
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
野
島
駐
在
所
員
を
講
師
に
招
き
、
腹
話
術
を
交
え
た

分
か
り
易
い
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
詐
欺
の
防
止
方
法
が
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
輪
投
げ
大
会
で
は
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た
男
女
３
名

ず
つ
が
表
彰
さ
れ
、
楽
し
く
意
義
あ
る
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

京都新聞に掲載(令和２年１月20日付)

野島駐在員による講話

前
号
（
第
20
号
）
で
案
内
し
て

い
ま
し
た
町
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ

を
次
の
と
お
り
開
催
致
し
ま

し
た
。
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
事
業
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

❤

町
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
を
開

催

ヨガ体験「痛いヨ～」

※

環
境
美
化
活
動
等
を
実
施

子ども達も協力して美化活動

令
和
元
年
10
月
20
日(

日)

薭
田
野
町
全
域
で
環
境
美
化
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
よ
り
、
各
区
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
達
も
一
緒
に
美
化
活
動
に
汗
を
か
い
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
1
日
（
日
）
に
は
年
内
最
後
の
廃
品
回

収
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
正
月
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「と
ん
ど
大
会
」を
令
和
２
年

1
月
12
日(

日)

天
川
児
童
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
に
区
、

子
ど
も
育
成
会
を
中
心
に
井
桁
や
竹
を
準
備
し
、
当
日
早
朝
６

時
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
40
人
が
参
加
し
、
子
ど
も

達
の
点
火
に
よ
り
、
美
し
く
燃
え
上

が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「書
初
め
」を
燃
や
し

字
の
上
達
を
、
大
人
達
は
正
月
の
飾

り
物
を
燃
や
し
一
年
の
健
康
を
祈
願

し
ま
し
た
。

本
行
事
の
参
加
者
が
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
伝
統
行
事
を
守
り

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美しく燃え上がる「とんど」

輪投げ上手く入るかナー

10
月
20
日
（日)

ヨ
ガ
体
験

11
月
17
日
（日
）

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

‼


